
 

外部評価における意見への対応 

部局等  国際地域学部    
 

外部評価委員等からの意見等 

（令和３年 12 月 24 日実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

項目番号： １ 理念・目標 ご指摘を踏まえて，学生への公示方法等を検討した

い。 
評価委員のご意見に関して，学生等の外部の意見等も踏まえつ

つ，今後も公示方法の工夫について，広報部会等において，し

かるべく検討を進める予定である。 
理念の見える化について遊びやユーモ

アの要素が入ってくると，より創造性

を刺激するのではないか。 

項目番号： １ 理念・目標 PBL 等の活動状況の紹介は，学部の状況を外部に情

報提供できる重要な機会と考えており，ご指摘を踏

まえて，今後，短い事例紹介等を増やして，できる

だけ受験生等にわかりやすいものに改善する予定で

ある。 

国際地域学部の Web サイトについては，改修を行い，2023 年

度からのカリキュラムに合わせて修正も行っている。全体のデ

ザインは、写真や図を大きく見やすいものにし，文章を受験生

及び保護者向けに修正している。また，スマホ閲覧可能なもの

に変更した。PBL の活動状況については，写真を添えて紹介し

ている。今後も事例を随時増やしていく予定である。PDF によ

る紹介は学部で作成した報告書等の公開を目的とし最小限にし

ている。 

活動状況の公表については，ホームペ

ージ内を見れば一定の理解はできる

が，PDF での紹介よりも，もう少し

メリハリが効いて受験生の心に刺さる

ような作りこみがされていると良いの

ではないか。 

項目番号： ２ 組織及び人事構成 国立大学の交付金に削減等の影響で，福井大学にお

ける人件費の削減はやむを得ないものではあるが，

それが過ぎると，ご指摘のような問題を生じること

になるので，教育に必要な人的資源が確保できるよ

う，このような意見があったことを学長に具申した

い。 

外部委員の指摘を踏まえ，学長・理事等と本学部の教育につい

て協議を行い，専任教員の増員等が困難な中で，現状の人員で

安定的な運営を持続化するために，カリキュラムの見直し等を

中心とした教育改革を行い，2023 年度の入学生から順次適用す

ることとした。 

国際地域学部専任教員数はこの状況で

十分な教育ができるのか，教員の負担

増加のために教員の健康問題が懸念さ

れる。今後も教員が着実に教育研究を

行いつつ安定的な運営を持続化するた

めには，専任教員の増員等の根本的な

体質強化の措置が不可欠である。 



 

項目番号：  ２ 組織及び人事構成 福井大学の教・教分離体制の意義等について，全学

的な観点から，外部にもわかりやすい広報等を要請

したい。 

教・教分離体制の意義等の広報について，まだ外部に十分に伝

えられていないことも見受けられるので，今後もこの点に留意

して広報に努められるようしかるべく要請したい。 
自己点検評価書によると，人事構成は

「教員組織と教育組織を分離する体

制・・・」とあるが，外部には若干わ

かりにくい。 

項目番号： ２ 組織及び人事構成 今後の採用人事にあたっては，学部の方向性，教育

水準の維持，あるいは全学の方針（第 4 期中期計画）

との整合性を配慮しつつ，ご指摘の点も考慮して採

用計画を考えたい。 

新規の教員採用にあたり，若手比率・女性教員比率を考慮しつ

つ，学部の教育方針・研究方向にそって能力・指導力を有した

方を採用する人事計画を立てた。今後の人事計画においても，

それを踏まえて行う予定である。 

若手教員の採用状況では，資料を見る

限り経年的に若手比率が下がってきて

おり，今後の採用方針に一考を要す

る。また，女性教員比率の向上は大切

であるが，性別に捉われず必要とされ

る能力・指導力を有した方を採用すべ

き。 
項目番号： ３ 予算 国立大学の交付金に削減等の影響で，福井大学にお

ける教育・研究費の削減はやむを得ないものではあ

るが，それが過ぎると，ご指摘のような問題を生じ

ることになるので，教育に必要な人的資源が確保で

きるよう，このような意見があったことを学長に具

申したい。 

外部委員の指摘を踏まえ，学長・理事等と本学部の教育につい

て協議を行い，学部の経費の確保が困難な中で，安定的な研究・

教育の質を維持するために，非常勤講師の採用を含めてカリキ

ュラムの見直し等を中心とした教育改革を行い，2023 年度の入

学生から順次適用することとした。また教員の業務改善につい

ても，今後検討を行う予定である。 

国際地域学部の人件費を除く経常的な

年間予算規模は 2,000 万円程度で，そ

の予算規模は非常に貧弱と言わざるを

得ない。また 2018 年度からの全学の

方針により，部局への当該経費の配分

が削減されるに伴い，予算の削減を実

施してきた。これによって厳しい予算

状況である。以上のような予算状況が

続くと，教員の研究だけでなく，教育

面での質の低下をもたらす懸念があ

る。 
  



 

項目番号： ３ 予算 各部局において，教育・研究について恒常的な予算

を確保できるよう，このような意見があったことを

学長に具申したい。 

外部委員の指摘を踏まえ，学長・理事等と本学部の教育につい

て協議を行い，基幹的な教育についても恒常的な予算の確保が

困難な中で，現状の体制で安定的な運営を持続化するために，

PBL の見直し等を含む教育改革を行い，2023 年度の入学生か

ら順次適用することとした。 

補助金や助成金等の外部資金は，恒常

的財源ではなく，その獲得，プロジェ

クト実施，評価，成果公表に係る膨大

な業務を伴うものでもある。基幹的な

教育プログラムに関しては，外部資金

に頼らず実施できるような，持続可能

な予算が措置される必要がある 
項目番号： ３ 予算 他部局との協議には，学長の強いリーダーシップが

必要であり，学長にこのような意見があったことに

ついて意見を具申したい。 

学長・理事等と本学部の教育について協議を行い，2023 年度入

学生よりカリキュラム改革を行い，文理融合科目の再編成を行

った。この際に，新規科目の増設，科目の再編成において，デー

タ科学・AI 教育研究センター等の他部局に協力していただい

た。 

これ以上の予算減を回避し，例えば教

員減少→教育内容の低下とならないよ

う，他学部との調整など図れないもの

だろうか。 

項目番号： ３ 予算 PBL を通じた企業との連携は，現在，教育にとどま

っているので，研究・社会貢献についても連携を拡

大する中で，予算の獲得等の機会を拡大することを

検討中である。 

PBL の取り組みとリンクさせ，県の FAA 補助金の獲得を行っ

てきた。PBL で行っている福井市新幹線プロモーション課との

プロジェクトを，共同研究という形で進めている。また，PBL
とはリンクしなかったが，若狭町と「若狭町住民意識調査・分

析」という共同研究の形で行い，PBL の実施を検討した。 

外部資金の獲得については，積極的に

取り組まれているが，今後さらに PBL
とリンクした研究課題を発掘し，県下

市町自治体からの調査費予算などの獲

得が図れると良いのではないか。 

項目番号： ４ 施設・整備 ご指摘を踏まえて，学生の意識調査・アンケートの

分析を行い，原因について検討する予定である。 
アンケートの自由記述設問の回答からは、学生の不満の多くが

「繋がりにくい」、「手続きが面倒」といった wi-fi 環境に関する

ものである。2 年次、3 年次に満足度が低下するのは、これらの

年次に学内での学修における wi-fi の必要性の度合いが高まる

ことを物語っている。4 年次で満足度が向上しているのは、最終

年次を迎えて授業の履修機会が減少することに起因する現象で

あると考えられる。満足度を高めるためにまず取り組むべきは、

wi-fi 環境の整備・向上と考えられる。 

十分満足・満足の学生は，1 年生から

2 年生・3 年生と減少し，4 年生で大

きく増加する理由が明らかでない。今

後，2 年生・3 年生でこの割合が減少

する理由を明らかにし，今後の改善に

活用できると考えられる。 



 

項目番号： ４ 施設・整備 現在，コミュニティプラザ，学生自習室，各資料室

等を PBL の活動に充てている。ご指摘のスペース

の拡充については，活動状況，教員・学生の要望を

踏まえつつ，今後，検討したい。 

コロナ下では，コミュニティプラザ，学生自習室，各資料室以

外のスペースの拡充の必要性が乏しかったが，アフターコロナ

において，PBL の活動のためのスペースが必要になることも考

えられるので，スペースの拡充について，活動状況，教員・学生

の要望を踏まえつつ，引き続き検討したい。 

PBL には実験系に準ずる実習室・資料

室が必要であり，スペースの拡充が求

められる。 

項目番号： ５ 教育 このような学生については，少数でもあり，教務上

で授業等に配慮の必要な学生としてこれまで対応し

ている。これまでの状況を検討し，今後，さらなる

対応が必要であれば，適宜，検討したい。 

合理的配慮の申請を行う学生に対しては，本人を交えて保健管

理センター教員と助言教員，教務学生委員長等で配慮や支援で

きることについて協議し，合理的配慮の実施をしている。その

際，合理的配慮決定通知書の処理手続き中であっても，授業に

支障が出ないように学部独自の通知書により授業担当者に周知

している。このような学生は成績に影響が出るケースがあり，

本学部で実施している「学習改善支援制度」の対象として指導

及び対応をしている。その中で，学生総合相談室などと協議し

て対応を行っている場合がある。 

現時点では，少人数教育の中で，適応

などの問題は表面化していないが，か

なり能動的な姿勢が要求されるカリキ

ュラムの中で，発達障害などコミュニ

ケーションに問題を抱える学生への対

応を，今後備えていく必要があるもの

と思われる。 

項目番号： ６ 研究 期待に添うべく，現在，同構想を進めたいと考えて

いる。 
国際地域連携オフィスを，7 社の連携企業の参加を得て活動を

行っているが，PBL のフィールドの提供が中心であり，共同研

究までには至っていない。今後の活動を通じて，連携企業と教

員との共同研究等を促進させる活動を検討中である。 

「国際地域連携オフィス」（仮称）の

活用などにより外部資金の増加のため

の工夫が期待されるところである。 

  



 

項目番号： ７ 社会連携・貢献 地域連携協議会や国際地域連携オフィス等などを利

用して，企業とのさらなる連携を進める予定である。 
国際地域学部地域連携協議会や国際地域連携オフィスを通じ

て，PBL のフィールドの提供などにおいて連絡を密に取り，連

携を促進させる活動を進めている。 
本県は中小企業も多く，規模は小さい

が，大学や社会貢献に理解を示してく

れる企業の開拓余地はまだまだある。

関係機関や関係者の一層の情報連携が

必要であろう。 

項目番号： ８ グローバル化 国際交流の質的向上・深化の具体的な方法について，

現在，留学・留学生委員会に部会を設けて，検討す

る予定である。 

国際交流の質的向上・深化の具体的な方法について，留学・留

学生委員会に交流部会を設けて，検討を進めている。 
国際地域学部の国際交流に関する課題

は，今後の協定校との教員による研究

交流や国際学修等も含めた国際交流の

質的向上・深化である。 

項目番号： ８ グローバル化 オンライン留学やオンラインプログラムについて

は，国際交流センター等とも連携して，拡充の方向

を検討したい。 

オンライン留学やオンラインプログラムについても，留学・留

学生委員会の交流部会において，検討を進めている。 
オンライン留学の制度構築と有意義な

プログラム提供を速やかに整えていく

べきである。 

  



 

項目番号： 10 その他学部等において必要 
                 と思われる事項 

ご指摘を踏まえて，自治体や企業，あるいはそれら

の団体等への連携や情報提供の機会を増やしたい。 
国際地域マネジメント研究科に関する情報の提供については、 
これを主な目的とした企業及び自治体訪問（R3 は 20 社、R4 は

26 社）を今後も継続して実施するほか、R5 年度は新たに研究

科に関するチラシを作成して配布を予定しており、こうした広

報の改善を受験者数の確保に繋げたい。 

今後，安定した受験者数を確保するた

めは，自治体や企業の理解と協力が鍵

となるものと思われる。（国際地域マ

ネジメント研究科関連） 
 

項目番号： 10 その他学部等において必要 
                 と思われる事項 

オンラインでの講演会等は，今後，検討したい。ま

た魅力ある講義内容やプログラムについても，学部

で，点検の機会を設けて，改善につなげることを検

討したい。 

令和 4 年 3 月実施の国際地域マネジメント研究科主催講演会は 
対面とオンラインのハイブリッドで実施した。 
また、各教員の講義においては，オンラインでの講演も一部 
取り入れている。 
今後は，研究科は教務・学生部会、学部は教務学生委員会等で， 
改善できる点について検討してゆく。 

オンラインでの有識ゲストスピーカー

の講義を聴講できるなどの対応を検討

すると良い。いずれにせよ，器はあれ

ど中身という点で，より魅力ある講義

内容やプログラムをわかりやすく具体

的に企業に伝えていく必要がある。

（国際地域マネジメント研究科関連） 

※記入欄は適宜追加してください。 


